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［令和元年度スローガン］ 
地域への感謝を形に　仲間と共に
～己を高め、地域に報いる～

1年間の感謝を込めまして

 交流活性委員会　委員長　堀池 哲史
　当委員会では３つの例会・事業を担当しました。５月の会員交
流例会では「同年代」をキーワードに新入会員からベテラン会員
までＹＥＧ歴に遠慮することなく交流してもらえるような工夫を
試みました。テーブル対抗クイズにおいて一体感を体感できた
ように思います。例会後も各々グループでの独自の交流も行わ
れたと聞き及んでいます。
　９月の会員研修事業では芸術の秋に因み、「筆文字・崩し文字」
の講師を招聘し、皆で体験することで各々ビジネスやプライベー

トで活用できるよう学びました。ありそうでなかった研修ということで、参加者からは好評であ
り、都合がつかず参加出来なかった方々から本当に残念でしたという声もいただきました。
　１２月は毎年恒例の家族感謝例会（クリスマス例会）を担当し、日頃からＹＥＧ活動にご理解と
ご協力を頂いています家族やパートナーに対し、中々伝え切れない感謝や労いの気持ちを伝
えられるように、ゆったりと和やかな雰囲気づくりを演出しました。多数の同伴者やお子様にご
参加いただき、限られた時間ではありましたが愉しんでいただけたと自負しております。またリ
ラックスした雰囲気、屈託のない笑顔を沢山いただきましたこと担当委員会としても喜んでおり
ました。
　上記例会・事業を通じて当委員会の使命でありました「会員の交流」につきましては、まだまだ
出来ることがあったのではないかと反省する部分もありましたが、皆様ご協力のもと、何とか一
年間走り抜けることが出来ました。ありがとうございました。

 提言推進委員会　委員長　竹内 海作
　まずは本年、関わっていただいた全ての方々に感謝を申し上
げます。お世話になり、助けていただき本当にありがとうござい
ました。
　さて、本年、私たち提言推進委員会は「副委員長はじめ委員会
メンバー全員が委員長！！」をモットーとして委員会運営を進めて
まいりました。4月の定期総会に始まり、クラウドファンディング
事業の発案事業、残念ながら１０月に予定していた事業において
は諸事情により実行開催できませんでしたが、委員会運営や準

備などでは、メンバーの皆様や長岡会長、田口副会長に助けられながら進んできたように感じ
ます。
　提言推進というテーマにおいてはなかなか伝わってないところもありますが「何かを創造し
発信する」ということが重要かと感じております。
　最後にこのような機会を頂けたこと、経験をさせていただいたことは私にとって「HAPPY」で
しかありません！感謝です。ぜひメンバーの皆様！委員長をやってみましょ！人生にとってプラスに
働きますよ。
　ありがとうございました。皆様が「HAPPY」になりますように！

 組織強化委員会　委員長　岡本 真史
　今年度、組織強化委員会の委員長を務めさせていただきまし
た。
　当委員会では本年度５０名の新入会員を増やすという目標を
持って活動して参りました。
　まずは大津YEGのホームページをより魅力的なものに更新す
るため、写真を増やしたり、各委員長の思いを掲載したりしました。
　８月の担当例会では経営デザインシートを活用したワーク
ショップを行いました。自社の現状を把握し、未来をデザインす
ることができました。オブザーバーの方々にも御参加いただき、

大津の未来を築いていく企業の皆様との交流の場を作れたと思います。
　１月の担当例会では大津・女性ビジネスプランコンテストのファイナリストの皆様を御招待し、
ビジネスプランについてプレゼンテーションをしていただきました。懇親会は「新年会」と位置付
け、ファイナリスト、オブザーバー、今年度の新入会員全員にメンター制度を設け、全員参加型
のアトラクションを行い大変盛り上がりました。
　委員長としてどこまでのことが出来るのか不安でいっぱいでしたが、副会長、副委員長を初
め、委員会メンバーの皆様の温かい御協力のおかげで、何とかやりきる事ができました。これか
らも委員長の経験を糧に、この大津YEGの魅力をもっと伝えていき会員拡大に励みたいと思い
ます。そしてこの大津の益々の発展に寄与していきます。
　１年間どうもありがとうございました。

 ビジネス発展委員会　委員長　馬場 博嗣
　今年度、ビジネス発展委員会は、「展示会出展の告知活動と
フォロー」、「クラウドファンディングの告知活動とプレゼン大会
の企画・運営」、「京津奈２１懇談会の企画・運営」を行いました。
　展示会出展事業については、事業説明会を行い、出展者とし
て選定した「近江麦酒株式会社」に国内最大の東京ギフトショー
に出展してもらい、出展のフォローをし、また、メンバーと見学に
行きました。
　京津奈の大津主催事業では、近江神宮にて正式参拝と競技か
るたの体験を行いました。

　クラウドファンディング事業については、事業説明会、プロジェクト発案支援事業、プレゼン
テーションの順序で行いました。
　この一年、それぞれの事業を行うにあたり、辛く長い一年でしたが一つ一つ事業が終わるご
とにすごい達成感を味わうことが出来ました。特に最後の事業、クラウドファンディングプレゼ
ン大会が思っていた以上に成功に終わりましたので大変嬉しく思いました。
　すべての事業がスムーズにまた、成功に終えることが出来たのは、素晴らしいメンバーに恵ま
れて、毎回、楽しく笑いのある委員会を行うことが出来たからだと思います。
　当初、委員長になることを躊躇いましたが本郷副会長と優秀なメンバーと出会い、素晴らしい
事業を行うことが出来ましたのであらためて委員長を引き受けて良かったと思いました。この
一年間の思い出は一生涯忘れません。
　本郷副会長、委員会メンバー、会員の皆様、ご協力ありがとうございました。

 令和元年度　会長　長岡 利典
　この一年、大津商工会議所の会頭を初めとする諸先輩方、女性会、ＯＢ会、事
務局の皆様、そして相棒である常務、副会長、監事、顧問、委員長、委員会メン
バーに支えられて、有意義な時間を過ごすことが出来ました。心から御礼申し
上げます。会長という職務を通じて、判断を求められる機会が多く、決断する大
切さを改めて学んだ気が致します。令和元年度は、夏のマザレ祭りを皮切りに
大津版故郷の新しい風会議、近畿ブロック大会、全国大会、卒業例会と、参加中
止や開催延期を決めなければいけない機会が多々ありました。その度に、自分
の甘さを再認識し、その判断で良かったのか悶々とする時間を過ごしました。
判断した内容やタイミングによって、都度、会員の皆様にはご迷惑をお掛けし
たことと思います。ただ、こういった場面というのは会長だけに与えられたもの
であり、大変有り難い機会を頂戴した一年だったと感じています。

　一方で、会長として会にどんな貢献が出来たのか。年度初めに、地域への
感謝を形にしていくためには、先ずは自企業が発展しなければならないとい
うテーマを掲げました。東京での展示会への参加とクラウドファンディングに
新たに取り組み、メンバーの尽力があってこそですが、端緒は開けたのかなと
思っています。
　会長職を受ける前は、どちらかと言うとネガティブに捉えていました。時間も
金も手間も取られる。しかし、一年経ってみた時点では、やって良かったと思っ
ています。会としての方向性を決めたり、会長でしか経験できないことがあり
ます。青年部会員の皆様には、誰しも会長を目指して欲しいと思いますし、皆が
会長になりたいという会になっていって欲しいものだと強く感じています。
　令和元年度の運営に携わって頂いた皆様に感謝を述べて、結びとさせてい
ただきます。一年間、本当に有難うございました。

 自己研鑽委員会　委員長　山本 篤
　まず初めに、大きな支えとなっていただいた山元副会長はじ
め当委員会メンバーの皆様に感謝申し上げます。心強い仲間の
協力があってこそ、この一年を終えることができました。
　当委員会の活動としては、6月研修例会として比叡山延暦寺
にて大阿闍梨様の法話や坐禅体験、11月研修事業として日本を
代表するコンサルタントの石原明先生に「絶対儲かる値上げの
手順」と題しご講演をいただきました。
　また3月例会として卒業式の準備を進めて参りましたが、コロ

ナウィルスの感染拡大防止対策として、一旦延期させていただく運びとなりました。お世話に
なった卒業生の皆様を年度内にお送りすることができず残念でなりません。
　最後になりますが、委員長として軸となり作り上げていく大変さ、人との繋がりは当然の事な
がら関係を築き上げる事の大切さなど、多くの事を学ばせていただいた一年となりました。この
経験を来年度に生かし、より良いものにできればと思っております。この機会を与えてくださっ
た長岡会長、そしてＹＥＧメンバー皆様、一年間ありがとうございました。

 まちおこし委員会　委員長　森岡 智哉
　今年度、まちおこし委員会の委員長を務めさせて頂きました。
委員長として不安な時もありましたが、久保副会長を始め委員会
メンバー、また執行部の皆様に支えて頂き一年間委員会活動を
行う事が出来ました。本当にありがとうございました。
　当委員会では、8月例会の「びわ湖大津マザレ祭り」の参加企
画・運営、「日本YEG近畿ブロック大会」の参加企画・運営、「日本
YEG全国大会」の参加企画」運営、定期総会の開催を行いました。
「びわ湖大津マザレ祭り」では2日間中一日中止、「日本YEG近
畿ブロック大会」「日本YEG全国大会」中止と天災に見舞われ中

止となる事が多かったのですが、その分「びわ湖大津マザレ祭り」1日と定期総会は開催出来、
またお褒めの言葉を頂いた時は嬉しかったです。中止の経験も成長のきっかけになったと思い
ます。
　委員長を務めさせて頂いた経験をまた自事業と大津YEGでも活かせる様に頑張っていきた
いと思いますので、これからもよろしくお願いします。一年間ありがとうございました。
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 交流委員会　委員長　宮本 智
　令和2年度、交流委員会の委員長を拝命致しました
宮本 智です。
　私自身、入会時はＹＥＧに対し非常にアウェー感があっ
たのを覚えております。しかし、多くのＹＥＧメンバーの
人柄に触れ、今では親しい友達や尊敬できる先輩も多く
でき非常に楽しいＹＥＧ活動を過ごせています。
　今年度に入会される方や今まであまり例会に参加
されてない方々に1日でも早く大津ＹＥＧの楽しさに気

付いて頂けるように交流委員会メンバー一丸となりサポートしていこうと思いま
す。結果、会員の出席率向上に繋がれば良いと思います。
　今までのＹＥＧの枠にとらわれない交流を目指し大津ＹＥＧが最高の出会いの場
となるように、浅学非才の身ではございますが、メンバー間の潤滑油として、鋭意
努力してまいりますので、何卒、ご指導ご鞭撻のほど、宜しくお願い致します。
　「皆様、私と一緒に楽しい1年を過ごしましょう！」
　～enjoy life enjoy YEG～

 広報委員会　委員長　山﨑 秀樹
　令和2年度、広報委員会の委員長を拝命いたしまし
た、山﨑秀樹です。
　当委員会では会長の方針にあります、多くの人にこ
のYEGの良さを発信して会員拡大を図ること、この会
の意味や良さを知ってもらい出席率を向上させ、会員
相互の交流を深めるキッカケづくりをしてもらう、その
力になれたらと思っています。

　広報委員会としてオフィシャルサイトやSNSなどの媒体を通じて、YEGの今を
会の内外に情報発信をしていきたいです。
　私に委員長の大役が務まるかどうか不安ではございますが、皆さまのご助力
をいただき、精一杯がんばるつもりですので、よろしくお願いいたします。

 研修委員会　委員長　戸井 邦明
　今年度、研修委員長を拝命いたしました戸井邦明で
す。当委員会ではその名の通り研修事業を中心に行っ
ていきます。
　大津ＹＥＧに入会させて頂きまして約3年が経ちまし
た。入会当初は自分が委員長をさせて頂くことになる
とは思ってもおりませんでした。このような機会を頂け
て非常に嬉しく思っております。

　研修につきましては、私自身大津ＹＥＧやその他のセミナー等多くの研修会に
参加し、知識や技術、そして心の在り方等を学んできました。その経験を活かし、
今年度は特に青年経済人である会員様の実践で役に立つ研修、心に響く研修を
行っていく所存でございます。
　また、委員会活動を通じて会員同士の交流、並びに相互研鑽を図っていきたい
と考えております。
　まだまだ若輩者で至らない点は多々あることと思いますが、会員の皆様が来
て良かったと思って頂ける研修を委員会一丸となって作っていきたいと思いま
す。どうぞよろしくお願い申し上げます。

 特別事業委員会　委員長　伊藤 大介
　令和2年度、特別事業委員会の委員長を拝命いたし
ました伊藤大介です。
　今年度は大津YEG発足から30年目となる記念すべ
き年度であり、当委員会はこの30周年記念事業を主
に担当させていただきます。
　30年という歳月の間、大津の経済人たちが共に地
域貢献という同じベクトルを向きながら育まれてきた
大津YEGの文化は素晴らしく、今年度YEG歴3年目と

なる私も自然に馴染むことができ、新たな出会いや経験をたくさんさせていただ
きました。いい出会い、いい機会は会員それぞれの人生に必ず良い刺激をもたら
すと信じております。
　今年度の会長スローガンである“人生を変える研修会”のキーワードの１つに
挙げられているのが“出会い”です。地域を支える青年経済人として多くの出会い
に感謝し、30周年記念事業を通して、現会員・OB・OG問わず参加頂ける皆様が
新たな人生を変える出会いを経験頂けるような素晴らしい記念事業にしたく考
えます。どうぞ皆様ご協力の程よろしくお願い申し上げます。

ごあいさつ
 令和2年度　会長　久保 卓巳
　令和２年度の大津ＹＥＧスローガンは「人生を変える研修会」です。
　「人生を変える研修会」とは、参加していただいた方の人生を変
えるような学びのある研修事業を、年間を通して開催するという意
味もありますが、大津ＹＥＧ自体を「人生を変える研修の会」にした
いという想いを込めたスローガンになります。
　こういった考えから、本年度は年間を通して、参加者の人生を変
えるような学びのある研修会を開催します。内容は人としての成長
に、そして経営力の向上に直結する研修会とします。年間を通じて
大津ＹＥＧに出席していただければ必ず人生を変える学びが得られ

るはずです。
　私は大津ＹＥＧが必ず皆様にとって人生を変える出会いの場であ
り、学びの場になるということを確信しております。大津ＹＥＧは３０
年の歴史を有し、２００名近くの同世代の現役会員、今まで卒業され
た諸先輩方と広く深く繋がる会です。そのような会が「人生を変え
る研修会」とならないはずがありません。
　令和２年度、大津ＹＥＧは３０周年という記念すべき時を迎えます。
この１０年に１度の記念すべき時に、皆様と協力しながら本当に入
会して良かったと思える、一生の仲間と最高の学びが得られる会を
共に作っていきたいと思います。１年間よろしくお願いいたします。

令和2年度スローガン 「人生を変える研修会」

令和2年度 委員長の抱負

 地域貢献委員会　委員長　堀井 慎介
　令和2年度、地域貢献委員会の委員長を拝命しまし
た堀井慎介です。
　当委員会では過去4年間企画運営していました「び
わ湖大津マザレ祭り」がリニューアルされ、本年度が第
一回になります「びわ湖大津ビワコイ祭り」の企画や運
営が主となる委員会です。いままでのように地域団体
と行政と共に、伝統を次世代に継承しつつ、地域の方

に貢献し、楽しい一時を過ごせる祭りを企画運営したいと思っております。
　また京津奈と新年会研修と会員手帳の作成も企画運営させて頂きます。私自
身の経験ではありますが、委員会活動をきっかけに当委員会だけではなく、まず
参加することで新たな出会いや学びが得られるのがYEG活動の魅力の一つだと
思っておりますので、楽しみながらYEG活動ができたらと思います。入会して2年
足らずで、まだまだ未熟な部分もありますが、皆様のご指導ご鞭撻を頂きながら
精一杯努力してまいりますので、ご協力お願い致します！

 総務委員会　委員長　森本 亮
　令和2年度総務委員会の委員長を拝命致しました森
本亮です。
　委員長という大役を務めさせていただく事になり大
変身の引き締まる思いです。久保会長の「一生の仲間
と最高の学びが得られる会を共に作る」という思いを
形にできるように委員会一丸となって事業の企画、運
営をしていきたいと考えています。
　私自身大津YEGという魅力ある会に入会して良かっ

たと思っています。大津YEGの魅力を委員会メンバーにも伝え、大津YEGを盛り
上げていきたいと考えています。
　未熟者で至らぬ点も多々あるかと存じますが皆様のご支援、ご協力の程よろし
くお願い申し上げます。
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